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                          博士学位論文要約 

 

論 文 題 目:小地域を基盤とした高齢者の社会参加活動を促進する 

ソーシャル・キャピタルの形成に関する実証的研究 

 

氏 名:蘇暁娜 

 

要 約: 

 

1. 研究の背景と目的 

日本では総人口が減少している中、欧米諸国の約 2倍のスピードで高齢化が進み、2022

年には高齢化率は 29.1％と推計されている。また独居高齢者の急増に伴い、2000 年以

降、高齢者問題の 1つとして社会的孤立の問題が取り上げられ、孤独死・無縁社会などに

関する報道が頻繁になされている。 

内閣府の全国調査では、一人暮らしの 60 歳の者の 5割が「孤独死を身近な問題と感じ

ている」（高齢社会白書 2021）との結果が示されている。社会関係やコミュニケーション

の希薄化により社会的孤立に陥るリスクが高い高齢者がさらに増加することが危惧され

る。 

  社会参加活動の促進は、独居高齢者の孤独死の予防や介護予防などの効果が期待されて

いるが、日本において、高齢者の社会参加活動の代表的なものとして、町内会や自治会単

位に組織化され、活動している老人クラブの数や会員数などは、減少傾向が止まらない。

また、市町村社会福祉協議会が全国的に推進している日中独居高齢者向けのふれあいいき

いきサロンはほとんどの参加者が女性であり、健康へ関心を持っている高齢者や社会参加

活動に積極的にされる高齢者しか参加できない状況にある。それは、地域における高齢者

の社会参加活動の場としての限界性が明らかになってきていると言えよう。 

  超高齢社会となった日本において、高齢者が社会的に孤立することを防止し、社会参加

に結びつけるためには、高齢者が居住する地域においていかに社会参加活動を活性化し、

各高齢者にマッチした活動への参加を促進することができる社会的基盤を形成すること

が、改めて重要な課題であると言える。 

  そこで、本研究では、これまでの高齢者の社会参加に関するソーシャル・キャピタル機

能が脆弱化していることを重要な社会的問題として認識した上、超高齢化が進んでいるに

もかかわらず、趣味や生きがい活動など、長期にわたる高齢者の社会参加活動が活発的に

行われている島根県松江市淞北台地区に着目した。この地域では高齢者の社会参加活動を

促進するソーシャル・キャピタルを、いかに小地域に形成させたのか、との問いかけから

研究に着手した。 
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そして、この問いに対して、以下、第一に、この地域では高齢者の社会参加活動を促進

するソーシャル・キャピタルの醸成に、地域のどのような歴史的、人為的要因などの文脈

が関連しているのか、第二に、小地域における高齢者の社会参加活動を促進する環境的な

要因としてソーシャル・キャピタルは、どのような特徴を持っているのか、第三に、これ

らの特徴は、高齢者の社会参加活動の促進と社会的孤立の予防にいかに寄与しているのか

について、考察することを目的としている。 

 

2. 本論文の構成と内容 

本論文は、以下の通り、六つの章で構成されている。 

 

第 1 章 研究の概要 

第 1 節. 問題の所在と研究の目的 

第 2 節. 研究方法 

第 3 節. 用語定義 

第 2 章 高齢者の社会的孤立の予防における社会参加活動及びソーシャル・ 

キャピタルに関する先行研究及び本研究の位置づけ 

第 1 節. 高齢者の社会参加活動の現状と課題 

第 2 節. 先行研究における高齢者の社会参加活動の規定要因 

第 3 節. 地域における高齢者の社会参加活動とソーシャル・キャピタルに関 

する研究 

第 4 節. 高齢者の社会参加活動が活発な地域の取り組みからみた環境的な促 

進要素 

第 5 節. 本研究の位置づけ 

第 3 章 ソーシャル・キャピタルの醸成における地域の文脈的要因に関する分析 

―松江市淞北台地区の歴史に着目して― 

第 1 節. 調査の概要 

第 2 節. 調査の結果 

第 3 節. まとめと考察 

第 4 章 高齢者の社会参加活動を促進する主観的認識に関する量的調査の分析 

第 1 節. 量的分析の概要 
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第 2 節. 調査の結果 

第 3 節. まとめと考察 

第 5 章 高齢者の社会参加活動の促進要因に関する質的調査の分析 

第 1 節. 質的分析の概要 

第 2 節. 調査の結果 

第 3 節. まとめと考察 

第 6 章 総合的考察 

       ―高齢者の社会参加活動を促進するソーシャル・キャピタルとは－ 

第 1 節. 研究全体の総括 

第 2 節. 高齢者の社会的孤立を予防するためのソーシャル・キャピタルとは 

第 3 節. 高齢者の社会参加活動を促進するソーシャル・キャピタルの普及に向    

けて 

第 4 節. 本研究の意義と今後の課題 

 

第 1章では、高齢者が増加しているとともに、独居高齢者の急増と社会的孤立のリスク

の拡大といった課題を言及した上で高齢者の社会参加活動の重要性を提出した。一方、従

来の地域における高齢者の社会参加の場としての老人クラブの数や会員数が急激に減少

し、高齢者の社会参加に関するソーシャル・キャピタル機能が脆弱化していることが重要

な社会的問題となっていることを指摘し、本研究の問題意識の背景に対する理解を深める

ことを試みている。 

第 2章では、第 1章であげていた本研究の問題意識の背景を踏まえ、高齢者の社会参加

活動に関する政策の現状と課題および高齢者の社会参加活動に関する研究について、個人

と地域的な環境との接点に焦点を当て、そのインタラクティブな視点から先行研究を概観

している。 

第 3章では、先行研究の限界性を踏まえて、超高齢化が進んでいるにもかかわらず、趣

味や生きがい活動など、長期にわたる高齢者が主体となったグループ活動などが活発に行

われている島根県松江市淞北台地区に着目し、小地域における高齢者の社会参加活動を促

進する環境的な要因としてソーシャル・キャピタルの形成過程には、どのような地域の文

脈が関係するのかを明らかにするため、文献研究およびインタビュー調査を行った。 
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  淞北台地区のソーシャル・キャピタルの醸成過程は、①【大渇水の危機によるつながり

のはじまり】、②【共同事業による住民共同体意識の強まり】、③【地域の関係機関を巻き

込んだネットワークへの拡大】の三つの発展段階に分けられる。 

これらの経過を踏まえて、淞北台地区における歴史から形成されてきた構成員の行動規

範と行動様式、構成員の認識および共通課題の解決に向けての取り組みなど人為的要因か

ら高齢者の社会参加活動に関するソーシャル・キャピタルの醸成を考察している。 

第 4 章では、小地域における高齢者の社会参加活動を促進する環境的な要因としてソー

シャル・キャピタルは、どのような特徴をもっているのかを明らかにするため、活動の参加

のしやすさや住民相互の関係性など、地域における参加を促進する環境的要因について因

子分析を行った。その結果、【地域住民との協力による地域とのつながり】【地域活動への参

加のしやすさ】【地域貢献への主体的な取り組み】【満足感や自己効力感の獲得】の 4つの因

子が抽出された。淞北台地区における高齢者の社会参加活動を促進するソーシャル・キャピ

タルの特徴として、【地域住民との協力による地域のつながり】という認知的なソーシャル・

キャピタルの要素が確認された一方、構造的なソーシャル・キャピタルの特徴として【活動

への参加のしやすさ】が挙げられた。これらは常に密接な関係を持っており、相互作用をし

ながら【地域貢献への主体的な取り組み】【満足感や自己効力感の実現】を促進しつつ個人

の参加活動に寄与していることが確認された。 

第 5 章では、環境的な要因がどのように高齢者の社会参加活動の促進と社会的孤立の予

防に寄与しているのかを考察するために、淞北台地区におけるグループ活動に主体的に参

加している高齢者 14 名に対してインタビュー調査を実施し分析を行った。社会参加活動の

主体的な参加者である高齢者における参加動機ときっかけについて分析した結果、【自分な

りの目的意識】【活動に参加したきっかけ】の 2つのカテゴリーが抽出された。また、参加

の継続要因として、【参加のしやすさ】【自分個人としての楽しみ】【強みを活かす】【ニーズ

が充足される】の 4つのカテゴリーが抽出された。さらにカテゴリー間の影響の関係性を解

明した。 

参加する当事者である高齢者の有するストレンス（強み）の活用を重要なポイントとして

提示し、それと参加しやすい環境要因が相互作用して初めて、参加者の主体性が引き出され、

参加促進につながることが示された。また、地域の協力を得て、高齢者個人の身体状態の維

持向上（＜介護予防に役立つ＞＜安否確認に繋がる＞）や主観的幸福感の向上＜活動が楽し

い＞＜成長ができる＞＜人の役に立つ喜び＞という意義をもつと同時に、高齢者が自力で

活動参加を通し＜知り合いが増える＞ことで、社会的孤立の予防にも効果があることが明

らかとなった。 

第 6章では、これらの調査結果を踏まえ、高齢者の社会的孤立の予防における社会参加活

動を促進するソーシャル・キャピタルの有効性について考察を行っている。さらにこのよう

なソーシャル・キャピタルが他の地域への普及可能なポイントは何かについて考察を行っ

ている。具体的には、①垂直的なつながりから水平的なつながりへ、②関心事から始まる、
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課題への認識・啓発、③当事者の可能性・持つ力を引き出す、④役割およびきっかけを用意

し、多くの人の出番を作る、⑤利用可能な外部関係機関のサポートを求める、⑥環境整備に

おけるコーディネート機能の充実の六つが挙げられた。 

超高齢社会を迎えた日本において、地域における高齢者の社会参加活動がますます重要

となっているが、老人クラブや地域サロンなど既存の高齢者の社会参加活動の限界性が顕

在化している。 

そのような中で、本研究の学術的・社会的意義の第一として、本研究は、社会参加活動が

活発な地域のローカルな文脈に着目し、これまでの先行研究に見られた高齢者の個人的な

要因だけでとらえるのではなく、高齢者にとって暮らしの場である小地域において、活動の

参加しやすさや住民相互の関係性など、即ち地域における社会参加を促進するソーシャル・

キャピタルの環境的要因を明らかにしたことにあると考える。高齢者の社会参加活動は、個

人の意思と選択による要素によるところが大きいため、一律に参加の促進を図ることは困

難である。本研究は、その環境の要因について実証的な分析に基づいて分析・考察を行った

ことで、今後の高齢者の地域における社会参加活動を促進する上で重要な示唆を提示する

ことができたと考える。 

また、第二の意義として、高齢者の社会参加活動の効果に関する先行研究では、参加した

高齢者個人の身体状態の維持向上や主観的幸福感の向上といった研究が大半であったが、

社会参加活動を通して作られた地域のソーシャル・キャピタルの形成が、地域における高齢

者の社会的孤立の予防に有効に機能している点を明らかにしたことは、今後の高齢者の社

会参加活動と社会的孤立の予防に新たな視点をもたらしたと考える。 

本研究は、次のようにいくつかの限界がある。 

まずは、研究の対象に関する限界である。限定された地域を調査対象としたため、その地

域特性や対象とした高齢者の特性が影響していること、その点で他の地域との比較分析が

必要であることがあげられる。例えば、量的調査では、岡本は、居住年数が 5年未満と特に

短い者が活動に至りにくいと指摘している。本研究の調査対象者は、居住年数 10 年以上の

者が 9割以上にものぼり、その大半が団地建設当初から転入してきた者である。また、松江

市の大渇水を住民が一致団結して乗り越えてきた共同体験など、その何十年に培ってきた

地域特有の関係性が社会参加活動に多く影響していると考える。 

松江市では、近年淞北台地区にならって、淞北台地区に近い成果をあげている地区も表れ

ている。また、全国的にも同じような成果を上げている地域も散見される。今後は、このよ

うな地域における高齢者の社会参加活動を促進するソーシャル・キャピタルの分析を行い、

その普及の可能性を検証する必要があると考える。 

第二に、本研究は、社会参加活動を通して醸成されたソーシャル・キャピタルの地域にお

ける社会的孤立の予防への有効性について、民生委員、地域福祉推進員およびグループ活動

の世話役及びグループ活動に主体的に参加している高齢者 14名などへのインタビュー調査

の内容を通して総合的に考察したが、地域における社会参加活動に積極性をもっていない
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独居高齢者など社会的に孤立しやすい方へのインタビュー調査まで至ってなかった点は研

究の限界性として付記したい。 

今後の研究の方向として、まず、高齢者の社会参加活動が活発な先進地域として松江市淞

北台地区のみならず、地域特性に配慮しながら研究の対象地域を広げ、本地域と異なる地域

特性を有する地域における調査研究を視野に入れ、さらに検証を深めていきたい。 
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